
今 城 遺 跡  

1 9  9 1  

前橋市教育委員会   



「  

1．本邦は笛川田におけるバラ混需用地建設に伴う哩蔵文化財別儀報告書である。  

2．本道跡は前橋市高価町1751－ニi州こ所在する。略称（3E－25）。調春画械は90日てある⊃  

3．発掘調査は、前橋市教育委日金が実施した。調査糊榊‖ま竹戊3年6f】17日から7J】31：Iであ  

る。   

（調査）井野誠一・新保一美（文化財保護課）、飯高勝■友・渡辺登美子・大洲友了・・′ト泉まさ  
マヤ′  

江・消塚正之   

（ヰ錘lり飯島勝亥・大塚義街－イ・・柴崎まさ子・亦城美代イ・  

4．調査時には、農政課、バラ混生用地組合、荒砥農協、附．射軋殴基公社のご協力を得た。  

5．関係図面及び遺物の保管は、前植苗教育委員会文化財保碓課が行なっている。   

整理作某申に綿貫綾子氏（群蟻椚一教委）のご指導、ご協力を得た。  

凡   

1．土師船便瀾の竪穴式住居跡はlⅠを略称とする。  

2．逝構、遺物の実測図の縮尺は次の辿りである。   

逝仙 境、 遺物 兄、 全f射頚 城00  
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Ⅰ 制査の経過   

本道跡地は、轟11レヾラ混生団地組合がパラ温室刷地を造成しようとしたところである。竹戊  

3隼5月21tIに表面調査を突施したところ遣物の散布がみられたため、基畦二l二事（こおいて削■、ドを  

うける部分について5JJ3（川に拭州利春を失地したところ†肘H跡2†叫iが檜山されたr」この2日‖こ  

ついて、平成3年6J117‖－7J】3‖にかけて調査を基地した。検日面は来二l二下約8伽nlであり、  

l－j川くをうけない部分にも遺構の可朝雄】三はあるが、塊二日黒布の状態として制赤村頂から外した。．   

ⅠⅠ遺跡の立地と環墟  

†●′シl∫   

今城遺跡は、前統11i東部の富川l叶の北端で、大川町足軽に接する他にある。赤城よりの小ii川l  

が帆い谷と嗣北に昆い丘を作っている。用水の完成により谷は水川になっているが、丘はほとん  

どが桑畑である。今城追跡はその止の上に位補するが旧くは111になっており、泊るのむさぴしい  

地であったとのことである。   

りり基後も二上の移動はあまりなかったようで、耕作二卜60cnl‾卜にドPを含む畏色二t二が20川堆積しその  

下に†i掘跡が検Jlほれたが、†‡日射射は壁高が70clllと■l●古く、あまり削坪をうけていないと．軋われる。  
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追跡位都岡   

周辺の遺跡せみると、iIj西1k川に萱即l」り也追跡、南東1．  

kmにH‖遺跡群が位置する．，高明1帖代から奈良・平安 、小  

近世まで遺跡が地紋して石：在している。   

本追跡は奈良時代（針世紀IIり の†三iミ居跡が検出されてい  

るが、いずれむ規模の人きなものである。例の少ないもの  

であるが、西2klllの沼西Il遺跡川用ー）でも検山されており、  

集落との條I）で今綾の研究細側になるものと一考■えられる。  

遺跡1モ休図  
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ⅠIl遺構と遺物  

1Il－1号竪穴†三i沃引跡   

規頼も大きく、多膵な遺物が山二卜した。規壁高は‘17川であるが、J州1帽毎は深く、7い川と考えら  

れる．。   

束1叫1．鋸－－、術北6．1m、面梢は2！1．帥l′と広い。カマドは火璧■い火で、畑道の似糾もやや急であ  

る。壁l；■別よ高〈、しっかりしている。   

造物は多様で、小火郎中位より鉄のクワ、床面より銅製．1J．、その他咋、鵬、壷、ふたが出土し  

ている。－・耶9世紀のものも含むが、はとんどが8世紀中頃とこぢ・えられる。   

理二l二をみると、比較的知期刷で川まった様子であり、遺物の城イ＝し多かったが、昧面はり出土  

の遺物は少なく、哩二卜小†釘桐より山二卜のものが多かった。   

床面＝こ往穴はり．ち、カ形に配されている。深さは43－83川と深いものが多い。用溝は西一北、  

東の北斗で確認された。 巾は1（）川前後であまり差はみられなかった． 

昧面は全面均一で、l占lくしまっていで検出も容易であった。   

2 1l－2り・竪穴†出汁跡   

fト1サよI）一l臼＝＝卿惧は小さいが、東西4．6nl、雨北5．4‖l、面梢2・1．鉛l】∠と比較的規快の大き  

い†引証跡である∴闘胴僻釦匝）柑J・主としては、ローム面に㍊色二t二のl引IJ形の跡がみられ、その小  

にDのJ火屑、帰れ桐がドーナツ北に碓認さjLた。地榔晰rliからみても、二卜屑がIり形、レンズ状に  

推耕したことがわかった。H鮭れ桐は最上層で検出されている。   

カマドは火壁lい火で作りも大きく、切り了了の柚イfが検山されている1。   

昧面は崗⊥西にかけてl割い耐力iみられた。   

北剰隅にガ彬のl）itと詭接がみJ，れた。一部Bの灰屑があったことからみると、†糾車肛没後のも  

もので、†■i沃引跡とは別のものか。   

味面に往穴は3基が碓認されJ∴ 北京隅は方形の二卜坑と溝板するので犬なわれ土几のか。探さ  

は‘11－G6（・mと稚い。I：i三ん号‡の規悦によるむのか。また、形状が細長いもの、ピットが二つ連なるも  

のなど址てれしを想定させる止がみられる。   

遺物恨、二h屑がIi単打†川づを含むが、II－1号とほぼ同時期のものであり、同時にイ川三した可能  

・性が高い〕†五居が失なわれたあと比較的あとまで住居部分が拝みとして城っていた可能≠がある。  

周辺まで調査が及ばないため不lり一な点が多いが、l－1－1（‖－2）を三iミJl！とする地物仰が存イ1三す  

る可能什がある。  
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1・l－1サ竪穴l三i沖冊；  
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（朔北）1．且l槻也二l二と炊紬也柿二1ニのilと二t二。址  

二巨ブロック、庚化叶勿多い。  

2．丑＝』二l：と黒】恥也二l二のi比二l：。ノ炎化物まじる．、  

：i．2にl以る。J馳二lニフ◆ロック少しまじる。  

′l．ノ脹也こ1こに少し丑＝郎色土。i昆二1二。  

5．茶栂也二1二にtl托糾也二じi昆ニt二。ロームブロック   

多くまじる。  

（；．5に似る。  

7．丑t也ニl：。少しロームまじるり  

8．茶栂也二1二。  

9．点＝也二1こ。  

10．5に仙人る。  

11．几！拗也ニヒ。  

（カマド）  

1．－鍾栂色相乍守二Il。  

2，tl拍手掲色付i昭二l二oJ火がミたじる。  

3．枕：l二と捏i二卜の盲昆土。  

一1．〃と  

5．枕ニヒ。  

（；．址ニーこブロック。  

7．2に軋る。‾卜にIJ附こ近い二l二か多い〔  
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2日  ¢   

l一＝129．9ll‖  
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地 物 観 察 喪  

～芸 沌  淡損（①器満②＝托③唯接ぐm）！  技 i」   

il胤IJ．】2．5×2．1×…  †il軋肘一返えし「   

H机品  2．5×1．6×－  巨細軋り川抜きの二   

二＝油川  Q）3，6な）川．7  

土師叩  ①3．8Q）1・l．5   【二ほ射れナチ、底部へ   

土師叩  ①3．8②13．り   lI緑軌ナチ、岐部へ   

ニヒ陣叩  ①3．8受）1・l．2   l1旺†れナナ、底部へ   

二上帥叩  ①3．一Ie）15．G   Il柏軌ナチ、底部へ   

上伸叩  ①3．9壇）12．・1   l二IはI針十デ、底部へ   

二＝称号  ①3．0受）ll．5   Ⅰ＿り泉I肘ナチ、族鋸へ   

二1油1i策  ①3．9②13．1〉③R．1  

土師咋  ①3．3②14．ホ   l1柁t畝ナチ、底部へ   

二1二帥鵜  ①6．0②14∴i③5．R   I日豊情ナ  デ、掴、収   

上伸咋  ①3．8②12．1；   l】ほ借ナチ■、底部へ   

二l：帥集  Q）12．5（現）②14．・l   Iり員隅ナ  テ、脚部へ   

ー・ ●1L  餅．G（現）②25．7   tりま帆ナ  テ、指圧調  

二川Il磯  ①8．5（机）②24．（；   ‖拍賦ナ  デ、胴へラ   

土帥叩  か．2（むl：i．2  一 幕Il     l州   

土師叩  ①l．1e）トl．0   【lほ隅ナチ、底鮎へ   

須恵檻  ①3．1②12．6③9．1   再・外的  ナデ調整   

‡Iり裏羞  （D2．‘l俊）13．！）   
‾ 

再・外irl  ナチ調整   

盲ーり血滋  （Dl．8度・8．3   l勺・外拍  ナデ調整   

I勺・外面ナチ調矩   

上伸咋  ¢3．6②l′l．2   l購瀾ナチ、族飾へ   

須恵蓋  ①1．6（現）②10．7（現）   い′い外面ナチ   

二＝拍盤  ①8．8（現）②21．1  須恵焼  ①3．6Q）12．2Q）8．2                      巨咽瀾ナテ′、嗣、へ   

等  l机上  ②枚成亀城／√度  

紘一仁め  与も陀  

鋲止め 九的  ∴圧ムわせ、  

茶硯色  1ミ ：i（〉グム  

哨 机 色  良  ′l（け∂  

黒l特 色  良  師％  

略茶‡特色  良  仙％  

”Ll略 書揖也  良  5いヲ乙  

槻也  良  一い％  

ll吊；机也  1k  511％  

帖 栂也  良  ：ill％  

茶槻也  良  仙％  

名；机色  良 ・川％  

茶∴槻 色  良  ：州ク乙  

†た、附へラけずり  帽槻色  良  釧％1  

帽 槻色  良  川％  

茶槻也  良  71）％  

茶禅1色  良  91）ラム  

黒伏色  良  

快∴M∴色  良  完彬  

伏丑t 也  良  紬％  

伏几t 也  良  5（〉％  

岨かっ色  良  7り％  

伏黒 色  良 ：附％  

茶神ユ也  良  2（〉ヲム  

型互生】①3・8②12・町③7・4  

二上帥坪 Q）3．5e）】2．6  

ナで調整、攻部糸切り、へラ  伏 机也  良  7（〉グム  

llは捕ナチ、底部へ  喘Iさユ 也  良  紬ケん  

＿lこ帥叩  ①3．（；⑳l・1．1   ll頼槻ナチ、底郁へラけずり   

二l二帥1（  G）3．2⑳12．1   ll相川ナチ、底貼へラけザリ  

時 頼色  良  5（〉％  

茶槻色  良 l【移乙  

ⅠⅤ ま と め  

今城追跡で検出された2仰の住屈跡は、その規校・形態に特長があり、このII糾じの研究に遺物  

を含め好資料になるものとガえられる。  

Ⅰ一トl号は規模の大きいことに加え、＝二t二道物中の釧彗払l了－の存在を考えあわせると鵜洛中の主  

たる家の存在とも巧一えられる。   

同様の住研跡が近接した脚町で検出されていることは、この時期の†舶甘跡を含めた基薄の肌成  

についての研究を進めるものと考えらjLる。  
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今城遺跡全景（酉より）  

rl－1号住屠跡調査状況   
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Il－2号†＝甘跡  
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H－2号住屠跡   
（確認状況）  

rI－2号住輯跡   

（地層断面）  
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今 城 遺 跡  
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発行者 前橋小数育委1…l会 前橋ホ大手町2－12－1  

仰師析」闇川棚憫式会社 前橋掃天川大詔岬J305－l   


